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（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 
 神

川
町
光
明
寺
の
算
額 

一
、
は
じ
め
に 

四
月
二
十
九
日
、
神
川
町
の
光
明
寺
の
算
額
を

見
学
す
べ
く
訪
ね
ま
し
た
。
丁
度
法
事
の
準
備
で

本
堂
を
開
け
放
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
直
に
見

せ
て
い
た
だ
き
写
真
撮
影
の
許
可
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
算
額
は
本
堂
に
入
っ
て
す
ぐ
上
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
と
事
前
調
査
で
知
っ
て
い
ま
し
た
。
実

際
そ
の
通
り
で
し
た
が
、
予
想
外
だ
っ
た
の
は
、

そ
の
算
額
の
前
に
大
き
な
立
派
な
天
蓋
が
吊
り
下

が
っ
て
い
て
算
額
の
一
望
を
妨
げ
て
い
た
こ
と
で

す
。
幅
２
ｍ
60
㎝
も
あ
る
大
き
な
算
額
の
全
体
を

見
る
に
は
天
蓋
の
左
右
か
ら
別
々
に
見
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。
問
題
の
図
形
は
多
色
で
ま
だ
可
な

り
鮮
や
か
で
す
。こ
の
算
額
は
大
正
三
年
四
月
（
百

一
年
前
）
に
子
安
唯
夫
及
び
門
人
ら
が
掲
額
し
た

も
の
で
か
な
り
新
し
い
も
の
で
す
。『
埼
玉
の
算
額
』

に
所
収
さ
れ
て
い
ま
す
が
門
人
等
は
省
略
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
「
北
武
蔵
の
数
学
」（
続
編
）
に
は

掲
額
者
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

二
、
算
額
の
内
容 

前
文
に
続
き
、
「
兒
玉
町
關
流
九
傳
子
安
唯
夫
源

義
一
印 

男
子
安
宰
司
義
猛 

孫
子
安
昌
之
助
義

次
」
と
あ
り
、
題
術
と
し
て
九
問
あ
り
各
々
答
と

術
文
が
あ
り
ま
す
。
問
題
の
下
に
は
二
列
に
渡
っ

て
百
一
名
の
門
人
名
と
五
名
の
発
起
人
、
四
名
の

世
話
人
、
そ
れ
に
大
工
一
名
の
名
が
あ
り
ま
す
。 

後
文
の
最
後
に
「
大
正
三
年
四
月
十
二
日 

高

橋
春
齋
敬
書 

印
印
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

前
文
を
次
に
示
し
ま
す
。 

 夫
数
者
與
天
地
共
生
者
也
無
天
地
則
己
苟
モ 

有
天
地
則
無
不
有
数
焉
故
ニ
学
テ
可
也
蓋
数
之 

於
世
用
関
係
最
大
豈
一
曰
可
缺
哉 

 

後
文
を
次
に
示
し
ま
す
。 

 茲
ニ

予
カ

門
人
等
所
掲
題
術
ハ

點
竄
術
也
元
祖
關
先

生
發
明
セ
ル

所
初
メ

皈
源
整
法
ト

云
」 

後
岩
城
侯
命
蒙
其
臣
松
永
良
弼
ニ

至
リ

點
竄
術
ト

改

称
ス

但
傍
書
ノ

筆
算
用
ヒ

乗
」 

除
加
減
ハ

勿
論
都
テ

矩
合
的
當
ノ

解
義
ヲ

明
瞭
ス
ル

良

法
ニ
乄

数
学
上
典
則
也
夫
レ

」 

然
リ

焉
國
家
緊
要
勉
学
セ
サ
ル

可
ラ
ス

得
テ

自
己
ノ

鴻
寶

也
且
我
國
ノ

珠
算
ノ

加
減
」 

乗
除
ニ

至
テ

便
揵
最
冝
敷
皇
國
特
譽
ト

謂
サ
ル

可
ラ
ス

因
テ

此
道
統
ニ

就
キ

會
得
ス
ル
ハ

少
年
未
来
」 

光
榮
也
右
捧
ク
ル

所
額
ハ

古
風
廃
シ

共
同
ニ
テ

撰
擇
ス
ル

所
ナ
リ

見
ル

者
咎
ル
コ
ト

勿
」 

大
正
三
年
四
月
十
二
日 

高
橋
春
齋
敬
書 

印
印 

 

點
竄
術
や
珠
算
の
便
揵(

捷)

さ
を
称
え
、「
此
道

統
ニ

就
キ

会
得
ス
ル
ハ

少
年
未
来
光
栄
也
」
と
い
い
、

「
掲
げ
た
額
は
古
風
を
廃
し
て
選
択
し
た
も
の
で
、

光明寺の算額（左の物体は天蓋） 
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見
る
者
は
咎(

と
が
め)

る
こ
と
勿
れ
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。
大
正
の
時
期
に
な
っ
て
も
洋
算
に
は
眼
を

く
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
不
思
議
で
す
。 

 

三
、
問
題
の
内
容 

九
問
の
問
題
は
、
七
問
が
容
題
で
三
角
形
や
円

の
内
外
に
円
を
容
れ
た
問
題
で
、
恐
ら
く
既
知
の

問
題
で
す
。
現
に
『
賽
祠
神
算
』
や
他
の
算
額
に

載
っ
て
い
る
問
題
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
他
の
二
問

は
円
柱
を
円
で
突
き
抜
け
る
穿
去
問
題
と
十
字
環

の
問
題
で
、
高
度
な
問
題
で
す
が
和
算
で
は
有
名

な
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
子
安
唯
夫
が
解
い
た
訳

で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

こ
こ
で
は
三
問
目
の
問
題
に
つ
い
て
少
し
述
べ

ま
す
。
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

          

 

こ
の
術
文
は
（
式
１
）
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
問
題
は
文
献(

３)

に
よ
れ
ば
、

伊
丹
市
昆
陽
寺
の
算
額
（
嘉
永
年
間
）、
成
田
市
新

勝
寺
の
算
額（
明
治
三
十
年
）な
ど
に
あ
り
ま
す
。 

以
上
は
界
斜
や
大
斜
を
求
め
る
も
の
で
す
が
等

円
径
も
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
の
一
般
解
は
（
式
２
）

の
よ
う
な
も
の
で
簡
単
な
結
論
と
な
っ
て
い
ま
す
。

既
に
天
保
12
年(1841)

の
『
算
法
助
術
』
（
山
本

安
之
）
に
は
公
式
と
し
て
載
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
安
島
直
円
は
『
不

朽

算

法
』(

寛

政

11

年

(1799))

の
第
12
問
で
等
円

ｎ
個
を
容
れ
た
場
合
に
、（
式

３
）
の
よ
う
に
求
め
て
い
ま

す
。
こ
の
計
算
を
行
う
た
め

に
安
島
は
対
数
を
説
い
て
い

る
、

と
い

う
の

は
和

算
史

上
の

話
で

す
。 

四
、
掲
額
者
の
こ
と 

 

掲
額
者
に
あ
る
子
安
唯
夫
は
実
は
唯
次
郎
と
称

し
ま
し
た
。
文
献(

2)

に
は
、
「
唯
次
郎
の
墓
は

児
玉
町
の
玉
蓮
寺
に
在
り
、
高
さ
一
間
弱
も
あ
る

立
派
な
も
の
で･･･

」
と
あ
り
ま
す
が
、
伺
っ
た
と

こ
ろ
そ
の
よ
う
な
墓
は
既
に
整
理
さ
れ
た
の
か
無

く
、
子
安
家
の
墓
地
に
あ
る
過
去
誌
に
「
顕
正
院

教
廣
日
実
居
士 

大
正
六
年
八
月
二
十
五
日 

俗

名
子
安
唯
次
郎
七
十
七
才
」
と
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
傍
ら
に
あ
る
小
さ
な
石
碑
に
は
次
の
よ
う
に
生

い
立
ち
な
ど
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

「
子
安
唯
次
郎
天
保
十
二
年
十
二
月
二
日
千
葉
県

山
武
郡
正
氣
村
大
字
大
沼
に
生
る
幼
少
よ
り
算
聖

関
孝
和
先
生
の
後
継
者
八
代
小
川
七
左
衛
門
東
庵

先
生
に
就
而
関
流
の
蘊
奥

を
極
め
九
傳
の
印
授
を
受

く
明
治
十
三
年
當
地
に
着

土
児
玉
数
学
館
を
開
熟
数

多
く
の
門
弟
を
育
成
大
正

三
年
門
人
有
志
に
よ
っ
て

新
里
光
明
寺
に
掲
額
し
後

世
に
傳
え
る 

 

撰
文 

孫 

勝
次
郎
」 

 

参
考
文
献 

(

1)

『
埼
玉
の
算
額
』 

(

2)

三
上
義
夫
「
北
武
蔵
の
数
学
」
続
編 

(

3)

米
山
忠
興
「
等
円
術Ⅱ

」
東
洋
大 

　　　（式３）

）とすれば（

、等円数を高さを

、内接円の直径を


















m

h

D
hd

nmn

h

D

11

1

 
　　　　（式２）

中小大中＋小

とすれば高さを

とし、各々の内接円を中、小

け、を通る線で三角形を分

頂点三角形の内接円を大、

 hh

h

今
有
如
図
三
斜
内
隔
斜
容

等
円
個
二
只
云
大
斜
三
百

一
十
五
寸
中
斜
二
百
五
十

七
寸
小
斜
六
十
八
寸
問
界

斜
幾
何 

 

答
曰 

界
斜
四
十
〇
寸 

術
曰
中
小
斜
和
自
乗
之
内

減
大
斜
冪
余
開
平
方
之
半

之
得
界
斜
合
問 

 

 

　　　　（式１）

　　＝

　　＝

大中＋小界斜

40

31568257
2

1

2

1

22

22




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【
野
口
文
庫
の
紹
介
】 

『
数
理
神
篇
』 

二(

三
上
序)
・
一(

船
津
序)

・
四(

凡
例)

・
五(

首

額)

・
十
二(

巻
之
上)
・
二
十
二(

巻
之
下)

丁
の
構

成
。
数
理
神
篇
は
万
延
元
年(

一
八
六
〇)

の
刊
本

で
す
が
、
こ
の
書
は
大
正
六
年
の
発
行
。
そ
の
経

緯
は
三
上
の
次
の
序
に
よ
り
判
明
し
ま
す
。 

「
数
理
神
篇
の
著
者
齋
藤
宜
義
先
生
は
上
州
板

井
村
の
人
、
夙
に
算
学
を
其
の
父
宜
長
に
受
け
、

父
子
相
並
び
て
頗
る
造
詣
あ
り
。(

略)
弘
化
元
年

十
月
宜
長
年
六
十
一
に
し
て
歿
し
、
先
生
是
れ
よ

り
専
ら
門
弟
を
教
授
す
。
数
理
神
篇
の
著
述
は
後

年
の
事
に
属
せ
り
。
署
す
る
に
門
人
の
名
を
以
て

す
。(

略)

明
治
二
十
二
年
八
月
病
で
歿
す
。
享
年

七
十
三
な
り
。(

略)

先
生
三
子
あ
り
。
長
季
二
人

父
祖
に
類
し
て
数
学
を
能
く
し
た
り
し
が
、
皆
不

幸
に
し
て
夭
折
し
次
子
伊
茂
吉
君
独
り
今
在
り
。

大
正
五
年
の
冬
、
余
官
命
を
帯
び
て
、
上
州
に
遊

び
此
人
を
見
る
。
君
時
に
年
六
十
一
な
り
。
今
や

其
の
家
赤
貧
洗
ふ
か
如
く
父
祖
の
遺
書
一
も
残
存

す
る
も
の
な
し
。
先
生
著
述
甚
だ
多
か
り
し
も
、

悉
く
散
逸
し
て
。
刊
行
書
の
外
は
世
に
傳
は
れ
る

も
の
多
か
ら
ざ
る
を
悲
し
む
。
然
れ
ど
も
数
理
神

篇
の
一
書
は
、
其
の
木
版
全
部
の
現
存
す
る
も
の

あ
り
て
、
甚
だ
珍
と
す
る
に
足
れ
り
。
我
知
友
同

国
飯
土
井
住
関
根
一
君
之
を
得
て
若
干
部
を
印
し

以
て
先
生
を
紀
念
す
る
の
意
あ
り
。
因
て
序
を
余

に
請
ふ
。(

略)

大
正
六
年
二
月
一
日
」 

木
版
が
劣
化
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
摺
術
が
衰

え
た
の
か
、
こ
の
書
は
あ
ま
り
き
れ
い
に
摺
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。 

本
来
の
序
の
船
津
正
武
は
、
篤
農
家
と
し
て
評

価
さ
れ
た
「
明
治
の
三
老
農
」
の
一
人
で
あ
る
船

津
伝
次
平
の
こ
と
で
す
。 

数
理
神
篇
は
齋
藤
宜
義
算
象
閲
で
、
巻
之
上
は

安
原
喜
八
郎
千
方
編
・
阿
佐
美
伊
太
夫
宣
喜
校
・

安
原
長
治
郎
安
幸
訂
、
巻
之
下
は
中
曽
根
慎
吾
宗

邡
編
・
中
曽
根
善
太
郎
武
好
校
・
中
曽
根
清
右
衛

門
邡
貫
訂
と
な
っ
て
い
ま
す
。
閲
と
編
と
校
と
訂

の
関
係
は
今
一
つ
不
明
で
す
。 

数
理
神
篇
に
つ
い
て
は
、「
和
算
の
問
題
は
斎
藤

宜
長
・
宜
義
父
子
の
著
『
算
法
円
理
鑑
』
と
『
数

理
神
篇
』
の
二
書
に
至
っ
て
極
ま
っ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
」と
の
評
価
も
あ
り
、難
問
が
多
い
。

主
に
上
州
・
武
州
の
三
十
四
寺
社
に
門
人
た
ち
が

奉
納
し
た
と
さ
れ
る
算
額
が
記
述
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
内
現
存
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に

全
部
が
奉
額
さ
れ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

三
上
は
数
理
神
篇
の
内
容
に
つ
い
て
、「
安
原
勝
五

郎
は
喜
八
郎
の
隣
家
で
あ
っ
た
が
、
此
人
は
余
り

数
学
を
や
っ
た
も
の
で
は
な
い
。（
略
）
安
原
喜
八

郎
の
門
人
中
に
数
学
の
優
れ
た
人
が
あ
っ
た
と
は
、

私
が
会
っ
た
人
々
の
間
に
は
伝
へ
て
居
な
い
や
う

で
あ
る
。
安
原
勝
五
郎
の
名
は
安
政
五
年(
一
八
五

八)

の
金
久
保
陽
雲
寺
の
算
額
に
記
る
さ
れ
て
居

る
が
、
其
問
題
の
如
き
も
円
理
豁
術
の
六
ヶ
し
い

も
の
に
属
す
る
。
実
際
に
此
問
題
を
処
理
し
得
た

と
す
れ
ば
、
甚
だ
優
秀
な
算
家
で
あ
っ
た
筈
で
あ

る
。丹
生
神
社
に
現
存
の
算
額
は
其
内
容
に
於
て
、

『
数
理
神
篇
』
所
載
の
諸
問
題
よ
り
も
頗
る
見
劣

り
が
す
る
」、
と
述
べ
、
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
三

上
は
次
の
よ
う
に
も
言
う
。「
刊
行
諸
算
書
に
は
多

く
は
諸
門
人
の
名
を
空
し
く
連
ぬ
る
も
の
が
多
い

と
云
ふ
事
情
を
思
ふ
と
き
、
我
等
は
判
断
に
迷
ふ

許
り
で
あ
る
」
と
。
謎
の
多
い
『
数
理
神
篇
』
で

は
あ
り
ま
す
。 

数
理
神
篇
で
問
題
に
な
る
の
は
、
既
述
の
「
安

原
勝
五
郎
」
に
よ
る
陽
雲
寺
の
問
題
で
、
こ
れ
は

ウ
ォ
リ
ス
の
公
式
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の

陽
雲
寺
の
算
額
問
題
（
二
問
目
）
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
す
。 

こ
れ
は
式
③
の
よ
う
に
表
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

ウ
ォ
リ
ス
の
公
式
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
算
額
は
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安
政
五
年
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
先
立
つ
安
政

三
年
に
加
賀
倶
利
伽
羅
山
不
動
堂
（
石
川
県
河
北

郡
津
藩
町
字
倶
利
伽
羅
）
の
算
額
が
や
は
り
「
数

理
神
篇
」（
巻
之
下
）
に
あ
り
、
こ
こ
に
は
示
し
て

あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
式
は
式
④
の

よ
う
に
表
さ
れ
、

や
は
り
ウ
ォ
リ
ス

の
公
式
で
す
。 

ウ
ォ
リ
ス
（
英

国
、J

o
h

n
W

a
llis

、

1
6
1

3

～1
7
0
3

）
の

公
式
は
安
政
三
年

よ
り
二
百
年
前
の

一
六
五
六
年
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
倶
利
伽
羅
山

の
算
額
の
原
文
に

は
「
木
朝
由
来
数

学
家 

此
簡
術
未
有
之
因
擧
之
」と
あ
る
よ
う
に
、

我
が
国
の
和
算
で
は
こ
の
式
を
求
め
た
形
跡
は
認

め
ら
れ
な
い
と
い
い
、
何
ら
か
の
形
で
輸
入
さ
れ

た
も
の
を
知
り
、
記
し
た
も
の
で
は
な
か
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
数
理
神
篇
の
構
成
を
次
に
示
し
ま
す
。 

   

              

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

近
く
の
公
園
の
桜
も
我
が

家
の
「
や
ま
ぶ
き
」
も
花
み

ず
き
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に

咲
き
終
わ
り
、
葉
は
よ
り
深

い
緑
に
変
身
中
。
光
明
寺
の

算
額
の
文
章
は
少
し
雜
に
な

り
ま
し
た
。
数
理
神
篇
の
紹

介
の
文
章
は
昨
年
書
い
た
も

の
を
利
用
し
ま
し
た
。
次
号

で
は
永
山
義
長
と
桜
沢
英
季

に
つ
い
て
書
く
予
定
で
す
。 
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　　　　　「数理神篇」の構成
序（草書体） 万延元年　逐莽　齋藤宜義　門人舩津正武識

凡例

首額　乾坤獨算民齋藤宜長先生門人自問自答

　　勅勝　安原喜八郎千方撰　　　（１問）   

　　三州吉田藩　彦阪規矩作範善撰　　　（１問）

　　榛陽　中曽根慎吾宗邡撰　　　（１問）

　　笛樹　田口文五郎信武撰　　　（１問）

数理神篇巻之上　乾坤獨楼　齋藤宜義算象閲　

　　大亜細亜州日本国　　安原喜八郎千方編　阿佐美伊太夫宣喜校　安原長治郎安幸訂

時   期 掲額場所 住所           名前

天保14年８月
中山道新町駅
於菊稲荷社

齋藤先生門人
　　武州賀美郡勅使川原村　安原喜八郎千方

天保15年８月
日光例弊街道玉村駅
八幡宮

齋藤先生門人
　　上毛那波郡南玉村　　　町田三津次郎清格

弘化２年４月 上州那波郡摩利支天社
齋藤先生門人
　　上毛那波郡箱石村　　　猪野庄次郎政数

弘化３年正月
上州群馬郡引間村
妙見廟

齋藤先生門人
　　上毛群馬郡板井村　　　大堀鷲蔵源常仙

安政４年正月 上州前橋八幡宮
齋藤先生門人
　　上毛勢多郡関根村　　　萩原貞助藤原信芳

安政５年３月 武州小平村百躰観音堂
関流八伝　安原喜八郎千方門人
　　武州賀美郡石神村　　　　阿佐美伊太夫宣喜
　　同国同郡勅師川原村　　安原長治郎安幸

安政５年秋
上毛世良多
牛頭天主宮社

安原千方門人
　　上陽新田藩士　　　　　　関根久米彰信

安政５年９月
中仙道本庄駅
金讃明神社

安原千方門人
　　武州本庄駅　　　　　　　中原九平韜之

安政５年10月 上州伊香保湯前宮
安原千方門人
　　上州伊香保温泉　　　　小暮八左衛門則道

安政５年10月 武州小平村観音境内
安原千方門人
　　武州賀美郡大御堂村　橋本佐仲豊国
　  同郡　　横町村　　　　　坂本栄重郎国武

安政５年11月 上毛立石村金毘羅社
安原千方門人
　　上毛新町駅　　　　　　　金古金重郎信重

同上 同上
安原千方門人
　　武州賀美郡四津谷村　橋爪九重郎由野
　　同郡忍保村　　　　　　　敷地七右衛門孝隆

安政５年11月 上州清水寺千手観世音
安原千方門人
　　武州賀美郡勅師川原村　塚越久米蔵広成
　　同村　　　　　　　　　　　　　清水邨八好述

安政５年11月
武州金久保村
陽雲寺太郎坊権現

安原千方門人
　　武州賀美郡勅師川原村　安原勝五郎国久
　　同　石神村　　　　　　　　　高野紋十郎光慶

数理神篇巻之下　齋藤宜義算象閲
　　　中曽根慎吾宗邡編　　中曽根善太郎武好校　中曽根清右衛門邡貫訂　

時   期 掲額場所 住所           名前

安政３年４月 上野国榛名山社
乾坤獨　齋藤先生門人
　　上州碓氷郡里美村　　　中曽根慎吾宗邡

安政３年春 加州倶利伽羅山不動堂
齋藤先生門人
　　越中州射木郡高木村　　石黒藤右衛門信基

安政３年春 上毛一宮中嶽山
齋藤先生門人
　　中山道新町駅　　　　　　田口文五郎信武

安政３年８月 武州妻沼聖天宮社
齋藤先生門人
　　武州埼玉郡南河原村　　磯川半兵衛徳英

安政３年８月 上毛赤城山
齋藤先生門人
　　上毛勢多郡原之郷村　　舩津傳治平正武

安政３年８月
上毛勢多郡大屋産桊宮
社

齋藤先生門人
　　上毛勢多郡青柳　　　　　岡田市造照芳

安政３年８月 武州八幡山町八幡宮
関流八傳　田口田口文五郎信武門人
　　武州那賀郡猪俣村　　　卜部大和正藤原房澄

安政３年９月 上野国一之宮
関流八傳　中曽根慎吾宗邡門人
　　上毛安中藩士　　　　　　山田次助光基

安政４年正月 武州金鑚村金鑚寺
笛樹　田口信武門人
　　武州那賀郡猪俣村　　　大野冨太郎恒佐
　　同村　　　　　　　　　　　　関田嘉十郎義満

安政４年正月 上州石原村清水寺観音

齋藤先生門人
　　　　　　　　　　　　　　　　羽鳥福吉可徳
　　上毛群馬郡板井　　　　羽鳥嶋蔵茂喬
　　　　　　　　　　　　　　　　羽鳥玉吉光定

安政４年春 東都芝愛宕山
朝齋　齋藤宜義教授
　　男　　　齋藤三亥次宜昌

安政４年６月
信上両国境碓氷嶺
熊野宮社

齋藤先生門人
　　上州碓氷郡五料村　　　鈴木愛之助将英

安政４年８月 皇都北野天満宮
齋藤先生門人
　　上毛那波郡飯塚村　　　柳澤庄左衛門伊酎壽

安政４年９月 上毛八幡八幡宮社

中曽根宗邡門人
　　上毛碓氷郡八幡村　　新井□太郎訓宗
　　同郡下里見村　　　　　中曽根善太郎武好
　　同村　　　　　　　　　　　中曽根清右衛門邡貫
　　同国群馬郡室田住　　新井仁十郎満客
　　同州碓氷郡八幡村　　唐澤時五郎信邡

安政５年正月 上州里見村天満宮
中曽根宗邡教授
　　上毛碓氷郡里見村　男　中曽根梅干之助邡規
　　同村　　　　　　　　門人　中曽根忠太郎貞勇

安政５年３月 上州一之宮
中曽根宗邡門人
　　上毛群馬郡神戸村　　五十嵐七左衛門員正

安政５年３月
上毛板鼻駅鷹巣山
金毘羅社

中曽根宗邡門人
　　上州碓氷郡里見村　　富澤市太郎幸秀
　　同州高崎駅　　　　　　磯貝源兵衛吉住

安政５年３月 雲州大社
中曽根宗邡門人
　　但州出石郡奥野村　　和田佐右衛門隷算

安政５年４月 但馬国出石大明神社
齋藤先生門人
　　越後頭城郡川田村　　蓑輪源十郎知定

安政７年正月 上州清水寺千手観音
齋藤先生門人
　　上毛緑野郡森新田村今武州秩父郡井戸村住

　　　　　　　　　　　　　　　　櫻井音之進義著

安政７年正月 上野総社明神社

齋藤先生門人
　　上毛高崎　　　　　　　　高橋簡齋旭　撰
　
　　江陽　　　　　　　　　　　柳澤伊壽試
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